
反対するのは、くらしと平和をこわすもの

日本共産党は「反対ばかり」？

　過去最高のもうけをあげる大企業の税金はどんどんへらし、家
計の苦しい庶民には税金・保険料の重い負担をかぶせる政治。
　フリーターや派遣、請負など不安定な働き方をふやし、安い人
件費で大もうけをあげる大企業の横暴勝手。
　アメリカいいなりに、海外で武力行使できる国にするための憲
法改悪。 
──こんな政治や経済のあり方には、きっぱり反対します。

実は政府提出法案の半分に賛成！

ワ ン ポ イ ン ト ・ パ ネ ル

国民のくらしのために必要な法案には、立場のちがう政府がだしたものでも賛成するのは当然です。

野党でもこれだけの仕事

「共産党の調査能力ってたいしたものだわね。新聞やテレビも少し見習ってほしいわ」（『ダ・カーポ』7月4日号。「事務所費」疑惑追及について）。ネットカフェ難民
問題で国会質問。

青年と力をあわせ
、政府にはじめて

実態調査させる。

すべての都道府県、1616自治体で、
子ども医療費の無料化を実現。

私たちの県でも

280回以上の国会質問で
、この5年間に852億円以

上の

未払いサービス残業代を支払
わせた。

555自治体で、介護保険料の減免を
実現。

無法な「偽装請負」を国会でとりあげ、
厚労省が是正指導。


